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（百万円未満は四捨五入して表示しています）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 税引前利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,869,974 △4.2 50,299 △59.7 44,393 △63.3 △14,516 － △39,593 －

2025年３月期第１四半期 2,995,874 － 124,943 － 120,859 － 81,641 78.2 192,188 67.2

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 △5.40 △5.40

2025年３月期第１四半期 27.59 27.54

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 8,617,829 3,351,582 3,010,483 34.9

2025年３月期 8,789,377 3,470,563 3,100,660 35.3

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 13.00 － 13.00 26.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 15.00 － 15.00 30.00

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（注）１．前連結会計年度において、当社の子会社であったJX金属株式会社及び同社子会社等からなる金属事業を非継続
事業に分類しています。これに伴い、前第１四半期連結累計期間の売上高、営業利益及び税引前利益について
は、非継続事業を除いた継続事業の金額に組み替えて表示しており、これらの対前年同四半期増減率は記載し
ていません。また、当第１四半期連結累計期間より、金属事業に係る持分法による投資利益を継続事業に含め
ています。

２．当第１四半期連結累計期間において、5,049千株相当の役員報酬BIP信託が保有する当社株式を自己株式として
処理しており、当該株式は逆希薄化効果を有するため、希薄化後１株当たり四半期損失の計算から除外してい
ます。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,700,000 △5.1 360,000 239.3 345,000 291.1 185,000 △18.2 68.77

営業利益 （対前期増減率）

在庫影響を除いた利益相当額（通期） 2026年３月期 予想 410,000百万円 （150.5％）

［＜参考＞ 2025年３月期 実績 163,670百万円 ］

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Q 2,706,766,549株 2025年３月期 3,032,850,649株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Q 16,691,854株 2025年３月期 342,480,503株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Q 2,690,012,335株 2025年３月期１Q 2,959,020,697株

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

通期の連結業績予想は、前回(５月12日)発表を据え置いています。
上記の「基本的１株当たり当期利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年６月30日現在の発
行済株式数（自己株式数を除く）を使用しています。
在庫影響（*）を除いた利益相当額（予想）は、以下のとおりです。

（*）総平均法及び簿価切下げによる棚卸資産の評価が売上原価に与える影響

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  IFRSにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更            ：無

③  会計上の見積りの変更              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述について）

　本資料には、将来見通しに関する記述が含まれていますが、実際の結果は、様々な要因により、これらの記述と大

きく異なる可能性があります。かかる要因としては、

（１）マクロ経済の状況又はエネルギー・資源・素材業界における競争環境の変化

（２）法律の改正や規制の強化

（３）訴訟等のリスク　など

が含まれますが、これらに限定されるものではありません。

※　対前期(対前年同四半期)増減率について、当期(当四半期)・前期(前年同四半期)の一方もしくは両方がマイナスとな

る場合や、増減率が1,000％以上となる場合は「－」を記載しています。


